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要  約  
 

本県特産物の梅の加工に伴い発生している梅酢を市販飼料に混合したものを母豚、育 
成子豚あるいは肥育豚に給与し、繁殖性や発育性、肉質等に及ぼす影響を検討した。 

その結果、飼料に梅酢を添加給与した母豚の繁殖成績、哺乳子豚や離乳した育成子

豚の発育性は慣行法とほぼ同等であった。肥育豚に梅酢を飲水給与した場合、４％給

与により肥育豚の１日当り増体重は有意に低下し、豚肉の加圧保水力は有意に高くな

った。 

飼料に梅酢２％を添加給与した場合、発育・枝肉成績に差は認められなかった。肉

質では梅酢給与区が慣行区に比べドリップロスが高く、剪断力価が低かったが、いず

れも有意な差ではなかった。また、血液検査成績では梅酢給与による影響は認められ

なかった。 
 
 

Ⅰ 緒 言 

 
 

 近年 、豚肉 の銘柄化は盛 んで非常 に多くの

ものが存在している。これら銘柄豚は飼料内容

や飼養方法の統一は基本的事 項として、地域

の特 徴 ある材 料 の利 用 による付 加 価 値 化 やイ

メージアップ戦 略 化 にこそ意 味 を持 たせている。

  ところで、本 県 特 産 物 のひとつである梅 を

梅 干 し等 に加 工 する過 程 において梅 酢 が発

生 している。梅 酢 は塩 分 含 量 が高 いため再 利

用 が難 しいが、健 康 の維 持 増 進 に対 し様 々な

効 果 が報 告 されている有 機 酸 を含 んでいる1)。

また梅 や梅 干 しは健 康 食 品 としてのイメージが

あるため、これを有 効 利 用 できれば県 内 産 豚

肉 の付 加 価 値 化 、銘 柄 化 に繋 がるものと期 待

できる２）－１３）。 
 そこで、梅 酢 の養 豚 での有 効 利 用 の可 能 性

を探 るため、梅 酢 を分 娩 母 豚 、離 乳 した育 成

豚 および肥育豚 に給与し、発育 や肉質 に及ぼ

す影響について検討した。 
 
 

Ⅱ 試験方法 

１）梅酢 

 供試梅酢液は県内産地のもので、成分は

 pH2.1、滴定酸度4,2%、塩分16.9%、クエ

ン酸3.3%、リンゴ酸1.1%であった。 

 

２）分娩母豚に対する梅酢給与の影響  
 ランドレース種種雌豚を用い、給与飼料

に梅酢100mlまたは200mlを添加給与した。

給与期間は分娩翌日から離乳までの約１

ヶ月間とし、母豚の以後の繁殖成績、子豚

の発育成績を調査した。 

 なお、飼料給与量は母体の触診による栄

養度判定の結果に基づき決定し、自由飲水

とした。 

 

３）育成子豚に対する梅酢給与の影響 

 場内産LW種または LWW種の離乳子豚を

用いた。同一腹を基本として群飼、不断給

餌、自由飲水とした。給与飼料に梅酢10%
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または20%を添加し、飼料のみを給与した

ものと発育成績を比較した。 

 

４）肥育豚に対する梅酢給与の影響 

(1)場内産LWD種育成豚を用い、これに自

動投薬機により飲水中に梅酢を2%または

4%混合し給与した。１区４頭の群飼とし水

のみを飲水したものと肥育成績、枝肉成績、

肉質成績を比較、検討した。 

 

(2)場内産LWD種育成豚を用い、市販肥育

飼料に梅酢を2%添加給与し、市販肥育飼料

のみを給与したもの肥育成績、枝肉成績、

肉質成績を比較した。 

 

 
Ⅲ 結 果  

 

１）分娩母豚に対する梅酢給与の影響 

慣行区と梅酢給与区の比較において子

豚の３週齢時体重に殆ど差は認められず

（図１）、育成率はわずかに梅酢給与区が

高い傾向にあった（図２）。 

母豚の以後の繁殖成績に梅酢給与によ

る差はなかった。 

母豚、哺乳子豚ともに下痢等の不調は見

られなかった。 

 

２）育成子豚に対する梅酢給与の影響  

 慣行区と梅酢給与区の発育成績を比較

した結果、梅酢給与区の方がわずかに低調

であったが有意な差ではなかった。また、

試験期間中、両区とも下痢等の症状は呈さ

ず良好な発育を示した (表１ )。  
 

３）肥育豚に対する梅酢給与の影響 

 梅酢の飲水給与試験において、梅酢4%給

与により肥育豚の1日当り増体重が有意に

低下した（表２）。また、胸最長筋の物理

性を調査した結果、梅酢の給与により加圧

保水力が有意に高まった（表３）。 

梅酢の飼料添加試験においては、肥育成

績や枝肉成績には梅酢給与の影響は認め

られなかった（表４）。 

胸最長筋の物理性を比較した結果、梅酢

給与によりドリップロスが高まり、剪断力

価が低下する傾向が認められたが、いずれ

も有意な差ではなかった（表５）。 飲水

給与試験、飼料添加給与試験のいずれの血

液検査成績の比較においても梅酢給与の

影響は認められなかった。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ３週齢時体重                図２ 哺乳子豚育成率 
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表１ 育成子豚の発育成績 

 
 
 
 
 
    

 
 
表２ 肥育成績（梅酢飲水給与試験） 

 
 
 
 
    
 
 
 

  異符号間に有意差あり（P<0.05） 
 
 
  表３ 胸最長筋の一般組成、物理性（梅酢飲水給与試験） 

 
 
 
 
 
 
        
 
       

  異符号間に有意差あり（P<0.05） 
 
 
  表４ 肥育成績（梅酢飼料添加給与試験） 

 
 

開始時 終了時 区 分 供試 

頭数 日齢 体(kg) 日齢  体(kg)

増体重 

(kg/日) 

10％区 

慣行区 

9 

6 

23 

21 

6.4 

6.4 

43 

41 

12.5 

13.6 

0.31 

0.36 

20％区 

慣行区 

7 

6 

40 

40 

9.2 

9.9 

69 

69 

24.8 

27 

0.54 

0.59 

体重 (kg) D.G 枝肉重量 枝肉歩留 内臓廃棄 肉色 
区 分 

開始時 出荷時  (kg) (%)  頭数 (PCS) 

慣行区 9.9 117.2 0.83 a 78.8 67.2 1/4 3.4 

２％区 9.6 118.2 0.84 a 79.8 67.5 0/4 3.4 

４％区 9.7 99.3 0.69 b 63.8 64.3 1/4 3.4 

 

水分 粗脂肪 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾛｽ 加熱損失 加圧保水 剪断力価 

区  分 
(%) (%) (%) (%)

 力   

(%) 
 

慣行区 73.0 3.9 4.2 32.0 84.2 a 4.2 

２％区 73.2 2.8 3.8 30.3 87.5 b 5.6 

４％区 72.9 4.0 3.8 33.4 87.2 b 3.9 

体重 (kg) 枝肉重量 枝肉歩留 内臓廃棄 肉色 
区 分 

開始時 出荷時
D.G 

(kg) (%)  頭数 (PCS)

慣行区 74.7 111.0 0.85 71.6 64.6 2/6 2.4 

２％区 74.8 119.0 0.80 71.8 66.0 5/6 2.5 
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表５ 胸最長筋の一般組成、物理性（梅酢飼料添加給与試験） 

 
 
 
    

  
 
 

 

Ⅳ 考 察 

 
 梅酢を分娩母豚に給与しても以後の産子

数や発情回帰日数、受胎率等の繁殖成績に

影響は与えなかった。 

哺乳子豚や離乳後の育成子豚に対し梅酢

を給与し、慣行法で育成した子豚と発育性

を比較した場合、差は認められず、いずれ

の飼育法による場合でも下痢等の症状も呈

さず良好な発育を示した。 

肥育豚への梅酢給与試験の結果、４％飲

水給与により有意に発育が低下した。また

胸最長筋の物理性の比較においては加圧保

水力が有意に高まった。 

血液成分分析結果に異常や差は見られな

かったものの塩分の過剰摂取等による発育

障害が疑われた。 

このことから肥育豚への梅酢の給与量は

２％程度が限界と考えられる。 

また市販肥育飼料に梅酢を２％添加し給

与した場合、肥育成績に差は認められなか

った。胸最長筋の物理性において市販肥育

飼料のみで肥育したものと比べドリップロ

スが高く、剪断力価が低くなる傾向を認め

たが、いずれも有意な差ではなかった。 

また、飼料添加給与試験は夏季試験とな

ったため内臓廃棄になった豚が梅酢給与区

で６頭中５頭にみられ、慣行区の６頭中２

頭よりも多かった。  
 本試験は、梅酢中の有機酸が生産性向上

に及ぼす効果を検討したが、結果として梅

酢の高い塩分濃度などが障害となり、給与

量を制限せざるをえず、梅酢に含まれる有

機酸の効果をみいだせなかった2)-13)。 

また、気候や飼育環境の変化と梅酢給与 

 

 

が重なると梅酢給与がストレス要因として

作用することが懸念される14）。 

今後の課題として、簡易な梅酢の脱塩方

法の検討や牛等塩分許容量の高い家畜への

利用法の検討を進める必要があると考えら

れる。  
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